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板橋校舎 東松山校舎

学校法人大東文化学園
理事長　大橋　英五

温かいキャンパス・ライフを
目ざして

大東文化大学
学　長　太田　政男

手を携え、
共に大学づくりを
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青桐会の歴史
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草創期1961ー1971　

初代会長  下島儀貞 1968年当時の総会 大学宣伝用の野立看板（1967年頃 兵庫県芦屋市）

後援会会長挨拶後援会趣意書

　草創期は、父兄会が設立された1961年(昭和36年)の
下島儀貞初代会長から4代会長の解任動議が定期総会で
決定され会長が途中交代した「終戦処理内閣・石河クッ
ション時代」までの11年間で、草創の苦労の多い期間で
あったと思います。
　財政的に困窮した大学が立て直しを前提として、父兄会
設立の2年前から大学の企画委員会で、子弟教育と財政
援助等の課題を議論した中で設立が計画されました。父兄
会は、一つ目の課題の子弟教育と全国的規模の連繋を主
に行うことになりました。そして、全国47都道府県に支部が
設立されました。大きな成果としては、1968年(昭和43年)
からの数年間、学生紛争発生防止のために大学と協力し
学生との対話を連日のように行い、大学総体として大きな紛

争の発生を回避することができました。この期間は、在任期
間が長い実力会長が中心となって父兄会を強引にリードし
たため、会員間の利害の衝突もあったようです。
　もう一つの課題である財政援助は、別に後援会を設立す
ることとし、下島儀貞初代会長が昔から関係していた岸信
介56・57代内閣総理大臣にお願いし、初代後援会会長に
就任いただきました。そして、大学の借入金の個人保証や
国有林の払下げによる東松山校舎の建設等で多大の協
力を得ました。なお、後援会は副会長に椎名悦三郎元自民
党副総裁、司忠丸善社長、福田赳夫67代内閣総理大臣、
その他の役員にも政財界の錚々たるメンバーが参加し、大
学の基盤を作るために協力しつつ時代とともにその役割を
終えて消滅しています。
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成長期　1972ー1986
　石河三郎 5 代会長の時に、父兄会の目的の
改正、規程類の整備、会費の大学による代理
徴収を行い、 1 9 7 2 年 ( 昭 和 4 7 年 ) の鈴木
則幸 6 代会長から成長期がスタートしました。
　成長期を一言でいうと父兄会による建設資金
積立の期間であり、 1 9 7 2 年 ( 昭 和 4 7 年 )
からの桐朋会館建設資金 ( 群馬県嬬恋セミナー
ハウス、大東文化会館 ) から始まり、 1 9 8 6 年
( 昭 和 6 1 年 ) の 6 0 周年図書館建設費寄付
までの 1 4 年間でした。この間で集めた積立金
の一 部が、現 在も残っている特 別 事 業 運 営 資
金です。今から四 半 世 紀 前の父 母が「幾 多の
困 難を乗り越え汗を流して集めた寄 付 金であっ
て、学 生の要 望に親炙した有 意 義な使 途に当
てるため保存しておくのであります。 ( 初代会長
の創設 3 5 周年記念誌での挨拶文の一部 ) 」
　こ の 期 間 で は、父 兄 会 1 0 年 史 の 発 行

( 1 9 7 3 年 ) 、 父兄会創設 1 5 周 年記念式典
( 1 9 7 9 年 ) 、 2 0 周年記念式典 ( 1 9 8 2 年 )
等が行われ、父兄会の 5 ～ 1 0 年単位の大き
な流れの行事が定着しました。また、資金的に
豊かなために群馬県嬬恋セミナーハウスと大東
文 化 会 館の管 理を行う㈱ 大 東 厚 生 社を設 立し
たものの、経 営 難で解 散する不 名 誉な出 来 事
もありました。
　また、大学でも大きな動きがあり、 1 9 7 8 年
( 昭 和 5 3 年 ) には大学内紛 ( 理事長と学長の
軋轢 ) ・不 正入学問題がマスコミと国会で取り
上げられ、 5 代理事長が交代しました。そして、
6 代理事長が同窓会会員から選出、次の 7 代
理事長に鈴木則幸父兄会 6 代会長が選出、 9
代理事長には下田博一父兄会初代監事が選出
され、それぞれ学園経営に貢献されました。

第6代会長(第7代学園理事長)
鈴木則幸 

埼玉県支部東松山校舎見学(1979年)建設資金積立の1ヶ月分の残高証明(1972年)

父兄会会員之証(1972年頃)
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成熟期1987ー2004　

　成熟期は 1 9 8 7 年 ( 昭 和 6 2 年 ) の中興の
祖と言われた旦光雄 1 3 代会長から 2 0 0 4 年
( 平 成 1 6 年 ) の長谷川順一 2 5 代会長まで
の 1 7 年間です。
　この間は、大 東 文 化 大 学のブランドイメージ
として「スポーツの大 東」が定 着した期 間であ
り、駅 伝とラグビーの黄 金 時 代を経 験していま
す。正月早々、箱根駅伝の応援と国立競技場
で行われたラグビー大 学 選 手 権 の 応 援 の 掛け
持ち等、参 加した父 母も楽しいひと時を過ごし
たことと思います。その黄 金 時 代から既に 2 0
年の時が流れていますが、衰えたと言っても今
まだ父母の間ではブランドイメージが残存してい
ます。ですから、大 学としてもこの状 態を維 持
させながら学 生 の 記 憶 にも残り続けるように、
ブランドイメージの復 活と発 展に向けての努力
を願うところです。

　また、大 学のイメージアップのための要 望 書
の提出 ( 1 9 8 7 年 ) 、 学生寮・合宿所の視察
( 1 9 8 9 年 ) 、 創設 3 0 周年記念式典 ( 1 9 9 1
年 ) 、 学生就職対策助成 ( 1 9 9 5 年 ) 、 創設
3 5 周年記念誌の発行 ( 1 9 9 6 年 ) 、 創設 4 0
周 年 記 念式典開催・父兄会ホームページ開設
( 2 0 0 1 年 ) 、カラー版 A R C H 創刊 ( 2 0 0 2 年 )
等 、現 在も引き継がれている様々な事 業が 開
始された期間でもあります。
　残 念ですが、成 熟 期の最 後の数 年ではホー
ムページの更 新ストップを含めた活 動が 停 滞し
たようです。しかし、成熟期の最終年の 2 0 0 4
年は、父兄会の名称変更のための作業、震災
等の被 災 会員への見 舞、会 計 制 度の見 直し、
父 兄 会 本 部にフリーダイヤルの 設 置 及び 校 歌
C D の 作 成 等、積 極 的に動き多くの成 果を残
し青桐改革期の準備の年が終了しました。

ラグビー大学選手権優勝(1987年)

箱根駅伝優勝(1991年)

ARCH(2002年 会報のリニューアル)

父兄会報(1996年)

支部総会山梨県支部(1989年)父兄会のしおり(2001年)
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50周年記念式典

50周年記念青桐植樹

現在の青桐

　２００５年（平成１７年）から青桐改革期がスタートし、
さまざまな改革が行われ、現在まで続いてきています。
成熟期の最後の年からの３年間で青桐会の土台を作る大
きな改革が行われ、名称変更、本部・支部の組織の見
直し等を行うとともに、学生からの情報の収集に力を入れ
ました。そして２００６年（平成１８年）に名称変更の報告
を中心とした創設４５周年記念式典が開催されました。
　続く３年間は課税団体から非課税団体への変更申請、
予算委員会による予算積み上げと重点事業企画、就職
懇談会開催費用の全支部への助成、青桐会会則・細則・
内規の法体系としての確立及び体育連合激励会開催等
の実務的で着実な改革が行われました。また２００７年（平
成１９年）からは、学業や正課外の活動で称賛に値する
学生への表彰が毎年行われています。
　２０１０年（平成２２年）には、学長の突然の辞任と環
境創造学部長の不正経理問題が発生し、学園・大学と
しての猛省と内外からスピーディーで大規模な改革を迫ら
れました。この件では、青桐会としても支部との連絡や調
整を行いました。
　２０１１年（平成２３年）には、３月１１日に東日本大震
災が発生し、青桐会会員の１割強の会員が被災しました。
青桐会として東日本大震災に対する一般からの義援金寄
付・被災学生等への支援・被災会員１，３６２家庭への
災害見舞を実施しました。
　東日本大震災の影響で入学式が約１カ月延期されたこ
とに連動して、青桐会の総会を定例の５月に開催すること
ができなくなり、５０年の歴史の中で初めてのことですが７
月に延期し開催しました。また、青桐会創設５０周年記念
事業として、記念式典を開催するとともに、記念誌の発行・
記念ＤＶＤの作成・板橋キャンパスの植樹等を行いました。
　私立大学の増加・少子化の進展・私学助成不交付
基準の厳格化等、大学を取り巻く状況が大きく変化する
中、学生数の減少にともなう青桐会会員の減少が、組織
運営や財政に対し深刻な問題として出てきました。
　今後も青桐会の活動を続けていくために、組織運営の
在り方の検討や改革・活動の棚卸と再構築を２０１２年（平
成２４年）から行いました。

　２０１２年（平成２４年）には、全国を８つのブロックに
分け、支部長懇談会を初めて開催しました。
　２０１３年（平成２５年）には、新たな活動の仕組みとし
て地域ブロック（北海道・東北、関東、北信越、東海、近畿、
中国、四国、九州・沖縄）を構築するため、会則等の
改正を行うとともに、ブロック会議の定期開催を開始しまし
た。大東文化大学創立９０周年にあたっては、キャリアセ
ンターで学生たちが使用する什器や備品等の贈呈を行い
ました。一方、時代の変化とともにその役割を終えた学生
就職対策助成（感謝の夕べ）や激励会等の活動を中止
しました。またこの年、大学職員が個人情報が入ったＵＳ
Ｂメモリを紛失し、大学の信頼が大きく失墜しました。青桐
会としては、速やかな処置を講ずるよう大学に強く申し入
れるとともに、会員の個人情報管理の徹底を図りました。
　２０１４年（平成２６年）には、全国各地でのスポーツ
の応援をブロック単位で行うとともに、全国校舎見学会を
東松山キャンパスに於いて開始しました。また、支部還付
金基準の変更や就職懇談会助成基準の改正を行いまし
た。さらに、支部間で齟齬が発生している、役員の任期
や会計年度について統一を図りました。
　２０１５年（平成２７年）には、全国就職懇談会や板橋キャ
ンパスでの全国校舎見学会を開始するとともに、ホーム
ページを全面更改し、青桐会学生生活の手引き等の情報
を閲覧できるようにしました。また、支部預かり金制度の創
設や支部会計の適正化のため執行状況調査を行いまし
た。
　その改革の最中の２０１６年（平成２８年）４月２日に、
第３５代青桐会会長の佐々木一男氏が、享年５５歳で病
に倒れ急逝されました。故・佐々木一男会長のご尽力に
感謝し、心よりご冥福をお祈りいたします。
　青桐会会長が現職で逝去されたのは、青桐会の長い
歴史の中で初めての事であり、原田俊恵副会長が職務を
代行しました。
　２０１６年（平成２８年）には、第３６代青桐会会長とし
て原田俊恵氏が選任されました。５５年の歴史の中で女性
が青桐会会長になるのは初めてであり、青桐会の新たな
時代のスタートとして活躍が期待されています。

青桐改革期 2005ー2016
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青桐会第 34代会長

渡辺　重己

２０１２（平成24）年度２０１２（平成24）年度 ２０１３（平成25）年度２０１３（平成25）年度

青桐会第 33代会長

山口　治

全日本女子大学駅伝報告会（仙台） 埼玉県支部就職懇談会
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青桐会第35代会長

佐々木　一男
【※2014年度・2015年度の２期に亘り務められました。】

２０１４（平成26）年度２０１４（平成26）年度 ２０１５（平成27）年度２０１５（平成27）年度

創立90周年記念事業贈呈式
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青桐賞受賞者（団体・個人）

2015（平成27）年度
◇なかいた環創堂（環境創造学部　10年の取り組み）
◇陸上競技部
◇ラグビー部
◇テコンドー部
◇女子サッカー部
◇滑田一輝（書道　改組　新　第二回　日展　2年連続入選）
◇藤井世樹（書道　改組　新　第二回　日展　初入選）
◇來司信博（書道　改組　新　第二回　日展　初入選）
◇荒井悠多（日臨技学生表彰　会長賞受賞）
◇宮澤拓臣（スキー部　スノーボード優勝）
◇阿部友里香（スキー部　パラリンピック　クロスカントリー準優勝）

2011（平成23）年度
◇男子バスケットボール部
◇硬式野球部
◇女子サッカー部
◇相撲部・中央執行委員会（クリーンクリーンキャンペーン）
◇笠原江梨香（テコンドー）
◇山田勇磨（テコンドー）
◇辻将也（陸上競技　走り幅跳び）
◇森智香子（陸上競技部女子長距離）
◇田中哲矢（レスリング）
◇山本遼（公認会計士合格）
◇福田琹里（東日本大震災　募金活動）

2012（平成24）年度
◇中村ゼミ（「地域防災マップ」作製）
◇齋藤博ゼミ（公共政策コンペ入賞）
◇陸上競技部女子長距離
◇陸上競技部男子長距離
◇テコンドー部
◇弓道部
◇ローバースカウト部（震災ボランティア）
◇笠原江梨香（テコンドー　ロンドンオリンピック）
◇今井遥（フィギュアスケート）
◇久保遼（書道　文部科学大臣賞受賞）
◇岸本隆一（プロバスケットボールチーム入団）

2013（平成25）年度
◇中国語研究部（中国語コンテスト優勝）
◇陸上競技部女子長距離
◇陸上競技部男子長距離
◇ラグビー部
◇テコンドー部
◇モダンダンス部
◇河野芳英ゼミ（被災地ボランティア活動）
◇五箇山合宿（地域連携プロジェクト）
◇相撲部（地域の夜間防犯パトロールなど）
◇西田千穂（全国書道展　文部科学大臣賞）

2014（平成26）年度
◇齋藤博ゼミ（日本公共政策コンペ　会長賞）
◇陸上競技部男子長距離
◇陸上競技部女子長距離
◇ラグビー部
◇テコンドー部
◇男子バスケットボール部
◇北原裕也（改組　第一回　日展　初入選）
◇舩田聖也（改組　第一回　日展　初入選）
◇北村忠国（改組　第一回　日展　初入選）
◇滑田一輝（改組　第一回　日展　初入選）
◇三宅厚史郎（改組　第一回　日展　初入選）
◇辻中杏奈（スケート部　スピードスケート女子500M優勝）
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【2012（平成24）年度～2016（平成28）年度】
青　桐　会　歴　代　本　部　役　員

青　桐　会　歴　代　支　部　長
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